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令和４年第１回定例会 

富 良 野 市 議 会 会 議 録  
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                午前10時00分 開議 

                 （出席議員数18名） 

――――――――――――――――――――――――― 

        開  議  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） これより、本日の会議を開きま

す。 

 新型コロナウイルス感染防止のため、会議中のマスク

の着用を許可いたします。 

――――――――――――――――――――――――― 

        会議録署名議員の指名         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 本日の会議録署名議員には、 

        宮 田   均 君 

        天 日 公 子 君 

を御指名申し上げます。 

――――――――――――――――――――――――― 

 日程第１ 市政に関する一般質問 

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 日程第１、市政に関する一般質

問を行います。 

 質問の順序は、御配付のとおり、順次、行います。 

 質問は、６名の諸君により、16件の通告があります。 

 質問に当たりましては、重複を避け、また、答弁に際

しましても、簡潔にされるよう御協力をお願い申し上げ

ます。 

 それでは、ただいまより水間健太君の質問を行います。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） -登壇- 

 おはようございます。 

 さきの通告に従い、順次、質問いたします。 

 １件目に、ふらの版ＤＭＯ推進事業について質問しま

す。 

 観光地域づくり法人ＤＭＯは、地域の稼ぐ力を引き出

すとともに、地域への誇りと愛着を醸成する観光地経営

の視点に立った観光地づくりのかじ取り役として、多様

な関係者と協同しながら、明確なコンセプトに基づいた

観光地域づくりを実現するための戦略を策定するととも

に、戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人

で、国においては、平成27年から観光庁により制度設計

が進められ、事業が行われているところです。 

 ＤＭＯには、地域ブロックレベルの区域を一体とした

観光地域として、マーケティングやマネジメント等を行

うことにより観光地域づくりを行う広域連携ＤＭＯ、複

数の地方公共団体にまたがる区域を一体とした観光地域

として、マーケティングやマネジメント等を行うことに

より観光地域づくりを行う地域連携ＤＭＯ、基礎自治体

である単独市町村の区域を一体とした観光地域として、

マーケティングやマネジメント等を行うことにより観光

地域づくりを行う地域ＤＭＯがあり、一般社団法人ふら

の観光協会は、富良野圏域５市町村と美瑛町をマネジメ

ント区域とする地域連携ＤＭＯとして認定されていると

ころです。 

 本市においても、地域ＤＭＯの設立を目指し、ふらの

版ＤＭＣ検討委員会で準備が進められておりますが、設

立には至っておりません。平成31年に策定されたFURANO 

VISION 2030の中からも、地域ＤＭＯは本市の観光振興に

おいて重要な役割を担っていることが読み取れ、今後の

観光振興のためにも早期の設立と事業推進が期待される

ところです。 

 関連して進められてきた富良野市における観光振興財

源、いわゆる宿泊税の導入議論に当たり、富良野市観光

振興財源検討有識者会議から提出された提言書でも、観

光財源の必要性と併せて、その受皿づくりの必要性を提

言されています。 

 また、有識者会議の参考資料によりますと、地域ＤＭ

Ｏとして、（仮称）富良野観光まちづくりＤＭＯを財源

の受皿として、マーケティング、２次交通などの受入れ

環境の整備、情報のポータル化、ランドオペレーター、

人材育成、ネットワーク形成、観光地の魅力の底上げと

して景観形成やコンテンツづくりなど、ハードとソフト

両面の事業を行うことが想定されています。 

 コロナ禍の中、本市においては、富良野観光ウェブキ

ャンペーン実行委員会を組織し、民間のノウハウを最大

限活用し、スピード感のある観光プロモーションやコン

テンツづくりが進められてきました。新型コロナウイル

ス感染拡大の影響により、平常時のような誘客とはなら

ないものの、その効果は評価すべき取組であると感じて

います。富良野観光ウェブキャンペーン実行委員会の取

組からも、観光プロモーションやコンテンツづくりなど

のソフト事業は、民間のノウハウを活用し、企画から実

行までスピード感を持って進めることがポイントである

ことが実証されたのではないかと感じます。 

 新型コロナウイルス感染拡大により、ＤＭＯ推進事業

や宿泊税の制度設計など、観光関連事業に大きな影響が

出ている現状ではありますが、感染症が落ち着いてから

ではなく、アフターコロナを見据え、早い段階で誘客に

向けた取組を進めていくことが重要ではないかと考えま

す。 

 そこで、１項目めに、ふらの版ＤＭＯ推進事業の現状

について、３点伺います。 

 １点目に、新型コロナウイルス感染拡大の影響を含め

たふらの版ＤＭＯ推進事業の進捗状況をお知らせくださ

い。 

 ２点目に、観光振興財源検討有識者会議からの提言後

の宿泊税導入スケジュールへの影響をお伺いします。 
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 ３点目に、地域ＤＭＯを目指し、議論が進められてい

るふらの版ＤＭＣ検討委員会での検討状況を、ＤＭＣと

してのカンパニー化の検討状況と併せてお伺いします。 

 ２項目めに、ふらの版ＤＭＯ推進事業のこれからにつ

いて、２点伺います。 

 １点目に、ふらの版ＤＭＯの今後の進め方をスケジュ

ールと併せてお知らせください。 

 ２点目に、ふらの版ＤＭＯを推進する上での民間を含

めた各機関の役割分担について、見解をお伺いします。 

 続いて、２件目に、保育の充実について質問いたしま

す。 

 全国的な保育需要の高まりにより、保育施設不足や保

育士不足などにより、国は保育士処遇改善加算による給

与の引上げなど、様々な施策を展開しています。しかし、

働き手不足は深刻であり、依然として全国的に待機児童

問題があります。本市においても、幼稚園などの保育施

設において保育士不足による受入れ児童数の減少などの

声が聞かれ、今後、待機児童の発生が懸念されるところ

です。また、厚生労働省で定義されている待機児童だけ

ではなく、一部自治体で使われている用語で、保育所や

幼稚園に入所したいのに入所できない全ての子供を含む

保留児童を含めると、より多くの保育サービスを受ける

ことができないケースが出てくるのではないかと懸念を

しています。 

 本市では、第２期子ども・子育て支援事業計画の乳幼

児期の教育、保育の充実の項目において、保育人材の持

続的な確保と育成、受入れ環境の整備の取組を計画し、

保育量の見込みと確保方策を明記していることから、こ

こでは保育料の見込みに対する充足状況と保育士の確保

対策について質問をします。 

 １項目め、保育受入れ量の現状と見通しについて１点、

子ども・子育て支援事業計画にある保育量の見込みに対

して、保育施設の受入れ量は充足しているのか。令和４

年度以降の見通しと併せてお知らせください。 

 ２項目め、保育人材の確保対策と受入れ環境の整備に

ついて、３点伺います。 

 １点目に、幼稚園を含む市内保育施設の整備状況につ

いてお伺いします。 

 ２点目に、市内保育施設における保育士の充足状況に

ついて、現状をお知らせください。 

 ３点目に、保育人材確保に向けた現状分析、課題、今

後の対策について見解をお伺いし、１回目の質問を終わ

ります。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 おはようございます。 

 水間議員の御質問にお答えします。 

 １件目のふらの版ＤＭＯ推進事業についての１点目、

ふらの版ＤＭＯ推進事業の現状についての進捗状況につ

いてでありますが、ふらの版ＤＭＯの検討は、新型コロ

ナウイルス感染拡大で大きな影響を受けている観光関係

事業者への支援が最優先であるとの判断から一時中断し

ておりますが、今後もふらの観光まちづくり戦略会議に

おいて協議を進めてまいります。 

 次に、観光振興財源の検討状況についてでありますが、

平成31年度に観光振興財源検討有識者会議を設置し、持

続可能な観光振興財源の確保について検討した結果、令

和２年３月に有識者会議から宿泊税の導入についての提

言書が市に提出されましたが、新型コロナウイルスによ

り宿泊事業者や観光事業者が大きな影響を受けているこ

とから、検討を始める時期や制度の導入時期は、今後の

市場動向も踏まえ、判断いただきたいとの附帯意見もあ

り、現在、見合わせているところであります。 

 次に、ふらの版ＤＭＣ検討委員会での検討状況につい

てでありますが、平成28年度、観光戦略会議の中にふら

の版ＤＭＣ検討委員会を設置し、国内外の先進事例を視

察し、情報収集するとともに、平成30年度のコンシェル

ジュフラノのオープンに合わせ、専門的な人材を確保し、

株式会社による地域ＤＭＯの設立を目指したところでは

ありますが、人材の定着や財源確保の課題があり、設置

には至らなかった経過となっております。 

 ２点目のふらの版ＤＭＯの推進事業のこれからについ

ての今後の進め方についてでありますが、国連世界観光

機関UNWTOによりますと、国際観光が令和元年の水準まで

回復するのは令和６年頃になるのではとの予測がされて

おり、そのような中で、地域ＤＭＯの設置につきまして

は、インバウンド観光が本格的に回復する前が望ましい

ことから、令和５年度を目途に関係者との協議を進めて

まいります。 

 次に、民間を含めた各機関の役割分担についてであり

ますが、令和２年度から２年間、富良野観光ウェブキャ

ンペーン実行委員会を組織し、コロナ禍における観光誘

客事業を企画、実施してまいりましたが、この実行委員

会が仮想ＤＭＯとしての役割を果たしてきたものと考え

ております。コンシェルジュフラノには、観光関係機関

や団体が集まっており、そのメリットを生かし、観光コ

ンテンツの開発、販売、プロモーションをはじめ、各種

調整から実施まで、スピード感を持って対応してまいり

ましたが、課題も見えてきたところであります。 

 今後、地域ＤＭＯを設置し、持続可能な観光地域づく

りを推進する上での役割分担といたしましては、行政が

宿泊税などの財源確保、観光インフラの整備、事業実施

のPDCAサイクルの確立を行い、民間事業者が稼ぐ観光の

担い手として観光コンテンツ開発、販売、プロモーショ

ンを行い、また、計画の策定や検証、利害関係者との調
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整などは官民が連携して進める形が理想であると考えて

いるところであります。 

 地域ＤＭＯの役割は、民間事業者を束ね、連携事業を

行うことにより、宿泊延べ数の最大化を目指すことであ

り、特徴的な新しいコンテンツを開発し、売込み、優良

顧客のリピートにより消費単価を増やしていくことが求

められております。 

 今後、地域ＤＭＯの検討におきましては、これらを兼

ね備えた組織や事業者を育成支援することが重要である

と認識しております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続けて、御答弁願います。 

 教育委員会教育長近内栄一君。 

○教育委員会教育長（近内栄一君） -登壇- 

 おはようございます。 

 水間議員の御質問にお答えいたします。 

 保育の充実についての１点目、保育受入れ量の現状と

見通しについてでありますが、本市の第２期子ども・子

育て支援事業計画にある保育量見込みに対する施設につ

きましては、利用定員総数に対して幼児教育、保育施設

は充足している状況にあります。 

 ゼロ歳から２歳については、近年の傾向として、育児

休業明けの復職などのため保育ニーズが高まっておりま

すが、令和４年４月には、ゼロ歳から２歳児を保育する

新規の民間事業所が開園予定であることから、当面、待

機児童は発生しないと見込んでおります。また、３歳以

降については、当面、保育所では待機児童の発生はない

ものと見込んでおります。 

 なお、幼稚園によっては各園の教育方針に基づき運営

を行っていることから、希望があっても受け入れること

ができない場合も考えられるところであります。 

 ２点目の保育人材の確保対策と受入れ環境の整備につ

いての受入れ環境の整備状況についてでありますが、本

市における幼児教育、保育施設の設置状況は、私立幼稚

園が４施設、市立の認可保育所が１施設、へき地保育所

が３施設、民間による認可保育所は令和４年４月開設の

園を含めて３施設、認可外の保育施設が７施設となって

おります。 

 次に、市内保育施設（幼稚園を含む）における保育士、

働き手の充足状況でありますが、各施設とも人材確保に

苦慮しながら運営されております。 

 次に、保育人材の確保対策についてでありますが、幼

児教育、保育施設における人材確保の課題解決に向けて

は、子ども・子育て会議においても市内の幼児教育、保

育施設から人材確保の難しさについて意見が出されてい

ることから、事業者とともに考えてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 再質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） それでは、順次、再質問させて

いただきます。 

 まず、ふらの版ＤＭＯのほうに関してですけれども、

１件目のふらの版ＤＭＯの現状についての２点目に、観

光振興財源検討有識者会議からの提言後のスケジュール

についてお伺いいたしました。 

 いま、答弁の中では、見合せをしていくということで

ありました。こちらに関しては、北海道との兼ね合いも

あるので致し方ないとは思いますけれども、こういった

件に関しては、ある程度の見通しというのを立てないと

ほかの観光推進事業にも影響すると思います。観光振興

財源は当初、提言後は令和２年度中に議会提案をして、

令和４年度から徴収開始というようなスケジュールであ

りました。この辺に関しては、新型コロナウイルスの影

響でずれ込んでいること、見合せをしていることは承知

していますけれども、市の考え方、希望というか、その

辺りも含めて、導入のスケジュールについてどのように

考えているのか、伺います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 水間議員の再質問にお答え

いたします。 

 宿泊税導入に向けた検討スケジュールということであ

りますけれども、先ほどお話もあったとおり、宿泊税の

導入については見合わせているという状況になっており

ます。 

 令和２年３月に提言書をいただいて、そのままになっ

ているという状況でありますけれども、当時、北海道に

おいても宿泊税の導入について検討されておりまして、

当時は１泊100円を北海道が徴収して、各自治体について

はそれに上乗せする形で徴収してはどうかというような

意見が出されておりました。 

 それに対して、当時、全道で宿泊税を検討している七

つの自治体が、北海道に対して、北海道と市町村の使途

が重複しないような役割分担をしてほしいということ、

また、納税者に過重な負担を生じさせないような金額設

定をすること、また、北海道と各自治体がそれらの協議

をする場を設けてほしいというような要望を出したとこ

ろであります。 

 いま、北海道の検討も進んでいない状況でありますけ

れども、これから北海道の動きを見ながらやっていくこ

とになろうかと思いますが、先ほど、ＤＭＯの設置につ

いては令和５年度を目標にというようなお話もしました

けれども、それに合わせられれば一番いい形であります

けれども、何とか早急に協議を進めて、令和５年度は難

しいかもしれませんけれども、令和６年度には、インバ

ウンド等も戻ってくるのではないかという予測もありま
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すので、なるべく早くというふうには思っております。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） 続いて、ふらの版ＤＭＯ推進事

業のこれからについて再質問いたします。 

 地域ＤＭＯの設立については令和５年度を目指してい

くというような答弁がありましたが、こちらについてち

ょっと確認をさせていただきます。 

 令和５年度からＤＭＯをスタートさせていくスケジュ

ールで進めていくとなると、令和４年度中に設立に向け

た準備が始まるかと思いますが、その辺りについて詳細

をお聞きします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 水間議員の再質問にお答え

いたします。 

 やはり、インバウンドが戻ってくる令和６年の前に、

ＤＭＯについては設置されるべきではないかなというふ

うに思っております。令和５年度の設置ということであ

りますので、やはり、その準備については時間もかかっ

ていくというふうに思っておりますので、動き出しにつ

きましては令和４年度になろうかというふうに考えてい

るところであります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） 続いて、観光振興財源検討有識

者会議の資料の中に、ＤＭＯの重要性についても明記さ

れていまして、その中でのＤＭＯが担う事業、宿泊税の

使途という形で出てきていますけれども、２次交通だっ

たりハード事業に関しては、こういう公共的要素の強い

事業については、いま現在、検討を進めている公的な団

体が関わった、どちらかというと公的な要素が強いＤＭ

Ｏになるかと思いますが、そういったところが担うべき

だと私自身も思っています。 

 有識者会議の中の資料で、ソフト事業として１次産業

との連携による食の魅力づくり、早朝、夜間、悪天時、

季節ごとのコンテンツ開発だったり、効果的な情報発信、

プロモーション、地域観光マーケティングの推進、デジ

タルマーケティングやロイヤリティープログラムなど、

こういったソフト事業に関しては富良野観光ウェブキャ

ンペーン実行委員会でスピード感のある事業を進めてき

たわけですけれども、そういった民間のノウハウができ

る限り活用できる組織に任せていくべきかなというふう

に考えております。 

 そういった点では、現在、進めているＤＭＯ一つにこ

だわることなく、そういったソフト事業に関しては、も

う一つ担当するＤＭＯ的な組織があってもいいのかなと

いうふうに考えていますが、その点の認識についてお伺

いします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 水間議員の再質問にお答え

いたします。 

 役割分担等のことであろうかというふうに思いますけ

れども、いま、富良野観光ウェブキャンペーン実行委員

会のほうで、様々な民間事業者、あるいは経済団体、観

光協会、行政といろいろ入ってきて様々な事業を展開し

てきたというところでありますけれども、非常にスピー

ド感を持ってやってきていただいたというような経過が

ございます。 

 その中で、今後、ＤＭＯの形については、まだ、検討

すべきところであろうかというふうに思いますけれども、

それらの民間事業者、あるいはＤＭＯ、あるいはＤＭＯ

的なところ、あるいは経済団体等が連携しながら、スピ

ード感を持って対応していくことが必要だというふうに

思いますので、その形や団体の数についてはこれから検

討ということになると思います。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） このＤＭＯに関して、最後の質

問をさせていただきます。 

 先ほど、最初の答弁で富良野観光ウェブキャンペーン

実行委員会を仮想ＤＭＯというような表現をされました

けれども、その事業推進の中で課題が見えたというよう

な答弁がありましたが、どういった課題が見えてきたの

か、お答えください。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 水間議員の再々質問にお答

えいたします。 

 富良野観光ウェブキャンペーン実行委員会でこれまで

やってきた事業の中での課題ということでありますけれ

ども、大きく分けて３点ありました。 

 １点目につきましては、まずは財源の確保であります。

各種事業の財源については、これまで、全額を行政が出

してきたという状況でありますけれども、今後の事業展

開におきましては、やはり、新たな財源が必要であろう

というふうに考えてございます。 

 ２点目ですけれども、これから戦略を練っていくため

の顧客のデータが少し不足をしているという状況でござ

います。インバウンドについては、これまで、どこの国

から来ているとか、そういうものは観光入り込み調査等

から分析できたわけでありますけれども、今回、富良野
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観光ウェブキャンペーン実行委員会で取り組んでいる事

業につきましては国内中心ということでありましたので、

国内の方々がどこから来ているか、そのようなデータが

まだまだ不足しているような状況ということが分かって

おります。 

 ３点目ですけれども、PDCAサイクルの確立に至ってい

ないという状況でございます。新しい事業に様々取り組

んできたわけでありますけれども、関係機関、団体との

調整等、事業を回すだけでいっぱいいっぱいだったとい

うところもありますので、今後の事業展開においてはそ

のようなPDCAサイクルを回すような取組、こういうもの

が必要ではないかということで、３点課題がございまし

た。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） いまの答弁の中で財源について

触れましたので、１点だけ確認をさせていただきます。 

 富良野観光ウェブキャンペーン実行委員会の事業の流

れから、また今後も財源を確保しながらやっていきたい

という話がありましたけれども、その財源の確保の考え

方として、もし可能であれば答弁いただきたいのですが、

観光振興財源、宿泊税をそちらに充てるような可能性と

してはあるのか、その点についてお答えください。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 水間議員の再質問にお答え

いたします。 

 これからつくっていく組織、ＤＭＯという形になろう

かと思いますけれども、宿泊税の活用についてでありま

すけれども、これまで、ＤＭＣ検討委員会の中での課題

については、やはり財源の課題がありました。また、先

ほど答弁させていただきましたけれども、富良野観光ウ

ェブキャンペーン実行委員会での取組の中でも、やっぱ

り財源が課題となったというところであります。観光振

興財源検討有識者会議の提言書の中にも宿泊税の使途と

いうものが記載されておりまして、富良野市の魅力アッ

プ、新規事業、拡充事業、緊急的な事業、また、観光関

連組織の充実、専門人材の確保への利用、このようなこ

とに利用してはどうかという提言もいただいております

ので、今後、新たにできる組織の運営活動費にこの宿泊

税を充てることは考えられるのではないかというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） それでは、続いて、保育の充実

について再質問いたします。 

 ただいまの答弁の中で、ゼロ歳から２歳については、

施設が１件増えることによって、施設としては、施設の

全体のキャパとしては待機児童が発生しないと、充足は

されている。３歳から５歳については、施設としては足

りているのであろうけれども、保育所については発生し

ないが、幼稚園については希望があっても受入れできな

いケースが発生するかもしれない。その要因として、教

育方針というような話もされましたが、人材不足により

受入れできないケースというのは発生してくる可能性は

あるのか、分かりましたらお答えをお願いします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長亀渕雅彦君。 

○教育委員会教育部長（亀渕雅彦君） 水間議員の再質

問にお答えいたします。 

 幼稚園における人材不足によっての受入れ減というの

がないのかということでありますけれども、やはり、そ

れぞれ、幼稚園におかれましても、職員の退職等々も出

て、入れ替わりもあるのかなと思います。そんな中では、

教育方針だけではなくて、受け入れる人数が、受け入れ

られないということも出てくるかというふうに思ってい

るところであります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） 保育所については、行政の運営

ですので要因等が分かると思うのですが、いま、退職さ

れた後に補充ができないというような話もありましたけ

れども、幼稚園、民間の保育施設からそういった人材の

確保について悩みの相談というか、そういったこととい

うのはあるのでしょうか、お答えください。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長亀渕雅彦君。 

○教育委員会教育部長（亀渕雅彦君） 水間議員の再質

問にお答えいたします。 

 先ほど教育長の答弁にもありましたように、子ども・

子育て会議を開催しております。そんな中で、そこの構

成員であります民間幼稚園等々の施設長等から、やはり、

なかなか人材確保が難しいというような意見が出てきて

いるところであります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） 人材の確保が難しいというのは、

雑駁とした話として受け取れると思うのですけれども、

その人材不足についても、就労する方の働ける時間帯な

どによっても、また、人材不足だったり、確保できない

要因というのは変わってくるとは思います。例えば、保

育時間の延長、早朝部分であったり、夕方の部分もそう
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だと思うのですが、そういった時間帯の働き手も少ない

現状が私はあるのではないかと思うのですが、そういっ

た課題というのは見えてきているのか、お答えください。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長亀渕雅彦君。 

○教育委員会教育部長（亀渕雅彦君） 水間議員の再々

質問にお答えいたします。 

 人材確保の中での時間の関係、朝夕等々の人の不足

等々がないのかということでありますけれども、具体的

な件としては、朝夕、あるいは時間の延長ということで、

人が足りないということが要因だということでは意見は

いただいていないところであります。やはり、全体の中

で人の確保というのが、いま、難しくなっているという

ふうに聞いているところであります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） ただいま全体の中でというよう

な話がありましたけれども、そういうところを詳細に分

析した上で、人材確保に向けた取組、施策を計画してい

く必要性があると思うのですが、そういったことの聞き

取り等をしていく考えはあるか、お答えください。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長亀渕雅彦君。 

○教育委員会教育部長（亀渕雅彦君） 水間議員の再々

質問にお答えいたします。 

 それぞれ事業者等々におきましては、子ども・子育て

会議等々の中の、先ほど答弁させていただきましたけれ

ども、構成員となっております。そんな中で、それらの

事業者とともに聞き取りをしたり、さらに、どのような

対応をしていくことがより効果的になるのかということ

も、共に考えながら進めてまいりたいというふうに思っ

ております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ８番水間健太君。 

○８番（水間健太君） 人材不足ということがあるとい

うのは分かったと思うのですけれども、今後、保育士不

足によって、市内において、厚生労働省で先ほど１回目

の質問でも述べましたが、待機児童と言われる区分では

なくて、一部自治体でも使っている保留児童、そこも含

めると、今後、発生する可能性があると思うのですけれ

ども、そこに対しての認識と、今後、この保育士の人材

不足ということを大きな課題として取り組んでいく必要

があると考えるのですけれども、その辺りの見解につい

て改めてお答えください。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 教育委員会教育部長亀渕雅彦君。 

○教育委員会教育部長（亀渕雅彦君） 水間議員の再々

質問にお答えさせていただきます。 

 今後、保留児童等々が出てくる可能性があるのではな

いか、それに伴っての人材の確保ということの考え方で

あります。 

 先ほど教育長の答弁にもありましたように、当面は待

機児童が出ない、ただ、先ほどもありましたけれども、

幼稚園等々におきましては、やはり、施設の運営方針等々

によりながら、入れない児童も出てくるというふうに思

います。そんな部分もありますので、やはり、人材を、

これからの部分、確保していくためには、それぞれ事業

者とともによりよい方法を考えていくことが必要だとい

うふうに思っておりますので、共に進めていきたいとい

うふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、水間健太君の質問は終

了いたしました。 

 ここで、５分間休憩いたします。 

     ─────────────── 

        午前10時35分 休憩 

        午前10時38分 開議 

     ─────────────── 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、本間敏行君の質問を行います。 

 11番本間敏行君。 

○11番（本間敏行君） -登壇- 

 おはようございます。 

 さきの通告に従い、順次、質問させていただきます。 

 行政窓口サービスについて。 

 北見市が、書かない窓口を始めたのは2016年度からで

す。市民が住民票などの申請に市役所を訪れると、窓口

課職員が運転免許証などの身分証明書で本人確認を行

い、必要事項を聞き取ってパソコンで入力。印刷された

書面を本人が確認し、署名すれば手続が完了します。 

 このシステムは、市民が申請書を書く手間をなくし、

同時に複数の手続が一度で済むことを目指し、北見市は

2011年度から窓口業務効率化の研究に着手し、2013年度

から専門知識を身につけた窓口課管理職員数人が庁内シ

ステムの設計を始め、2015年度から北見市内のＩＴ企業

と窓口支援システムを共同開発しました。市民が申請書

を書く手間をなくしたほか、複数の手続が一度で済むワ

ンストップサービスも実現、市民の利便性向上と北見市

の業務効率化に成果を上げています。 

 なお、北見市が費やした開発費は約7,000万円、開発期
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間５年間、作業は日頃から多くの職員が感じていた自治

体業務の問題点や疑問を基にシステムを完成しました。 

 この書かない窓口が、現在、国や他自治体の注目を集

めています。デジタル大臣が令和３年12月下旬に北見市

役所の窓口業務を視察し、高く評価し、その後、デジタ

ル庁の職員も視察に入っています。既に北海道内外の３

市がこのシステムを導入しており、今後、さらにシステ

ムの利用が広がる可能性もあります。 

 北海道内では、岩見沢市が令和４年１月に開庁の新庁

舎において北見市のシステムを導入し、運営しているが、

市民からの評価は高く、本市も新庁舎の完成に合わせ、

市民の利便性向上と富良野市の業務効率化を考え、シス

テムの導入が必要と考えます。 

 そこで、１点お伺いします。 

 現在、富良野市では、書類の申請者は記載台で申請書

を記入する必要があります。これを廃止し、職員が窓口

で聞き取り、住民情報を直接入力し、申請書の作成を支

援する取組として書かない窓口の導入、ワンストップサ

ービスの実現により市民サービスを向上させる考えはな

いのか、お伺いいたします。 

 以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 本間議員の御質問にお答えします。 

 行政窓口サービスについての申請書を書かない窓口に

ついてでありますが、全国の各自治体窓口でＩＣＴ化に

よる業務効率化や市民サービス向上が進められており、

本市も調査、研究を進めているところであります。 

 令和２年７月と令和３年10月には、窓口支援システム

を活用した地方都市における業務標準化モデルを実践し

ている北見市役所の窓口サービスの改善方法と、書かな

い窓口の利用方法等について視察を行い、新庁舎におけ

る窓口の在り方を含め、導入について協議を重ねてきた

ところであります。 

 新庁舎は、行政サービスの拠点として分散している行

政機能を集約し、市民の利便性と分かりやすい開かれた

庁舎となるよう、１階に総合窓口、２階に主な窓口を集

中し、ワンフロアサービス配置としております。 

 窓口における利便性の向上、手続漏れの防止、手続に

必要な時間の短縮、職員の業務効率化や業務量の削減等

の面において効果を上げている北見市の書かない窓口に

ついては、国のデジタル田園都市国家構想推進交付金等

の活用による導入も含め、現在、協議、検討を行ってい

るところであります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 再質問ございますか。 

 11番本間敏行君。 

○11番（本間敏行君） いま、答弁をいただきまして、

書かない窓口の北見方式を考えているとお伺いしました

が、富良野市の新庁舎の開庁が令和４年９月頃になるの

ですけれども、その頃にこの導入は見込めるのか、お伺

いいたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 スマートシティ戦略室長西野成紀君。 

○スマートシティ戦略室長（西野成紀君） 本間議員の

再質問にお答えいたします。 

 書かない窓口の支援システムの導入につきましては、

令和３年の12月20日に国会で成立しました令和３年度の

補正予算に盛り込まれましたデジタル田園都市国家構想

推進交付金の活用をして導入を検討していきたい、この

ように考えているところでございます。 

 本市では、既に先月２月に内閣府に対しまして事前協

議を行いまして、そして、実施計画書のほうも提出した

ところでございます。当面のスケジュールといたしまし

て、内閣府において、今後、各地方公共団体のほうから

提出されました実施計画書を審査し、そして、この交付

金の交付決定につきましては４月以降になるように聞い

ているところでございます。 

 そのため、当面のスケジュールといたしましては、こ

の交付金が交付決定されたならば、令和４年第２回定例

会におきまして予算を計上し、そして、審議をいただき

たい、この部分までが、当面、いま考えている部分でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 11番本間敏行君。 

○11番（本間敏行君） いまのお話は了解いたしました。 

 ２点目なのですけれども、北見市でも、検討段階では

各課の縦割り意識が強く、機能させるには職員の意識改

革が欠かせなかったとありますが、本市の窓口業務の職

員研修はいつ頃から行うのか、どれくらいの時間をかけ

て考えているのか、お伺いいたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市民生活部長山下俊明君。 

○市民生活部長（山下俊明君） 本間議員の再質問にお

答えいたします。 

 北見市役所の職員の現状につきましては、先ほど市長

答弁でありましたとおり、令和２年７月に、市民課の職

員を中心として北見市役所の担当者の意見、お話を聞い

てまいりました。縦割り意識が強くてというそのくだり

ですけれども、システムを開発していく途中での議論だ

ったというふうに聞いております。 

 そういう現場の職員、窓口職員の意見ですとか、いろ

いろな手続を数年かけて検証しながらでき上がったシス

テムがこの書かない窓口ということでお伺いしておりま
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すし、岩見沢市でも完成品をもって導入をしております

ので、当然、富良野市役所に導入できた際には、窓口も

新庁舎になって変わってきますので、その使い方ですと

か活用方法について、あくまでも市民サービスの向上が

図れるようにということで、使用については研修ですと

か、そういう個別のいろいろな使い方ですとか、時間は

取っていきたいなというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 11番本間敏行君。 

○11番（本間敏行君） ２点目も了解いたしました。 

 ３点目ですけれども、最後ですが、他市の導入でシス

テムの著作権を持つ北見市には、利用収入が2020年度は

38万円あったと聞いていますが、ここら辺、先ほどの時

系列で国の交付決定が４月以降と言っていましたけれど

も、著作権の問題とか、そういうのがあるということで

聞いておりますので、大体どれくらいかかるか分かれば

教えていただきたい。分からなければ後でよろしいです

けれども。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 スマートシティ戦略室長西野成紀君。 

○スマートシティ戦略室長（西野成紀君） 本間議員の

再質問にお答えします。 

 この書かない窓口の導入の支援システムにつきまして

は、北見市のＩＴ会社のほうで開発し、そして構築して

いるというふうに聞いております。著作権等については、

新聞紙上では確かに38万円ということで掲載されていま

したけれども、この支払いについては、自治体のほうか

らなのか、それともシステム会社なのかということにつ

きましては、まだ確認は取れておりません。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、本間敏行君の質問は終

了いたしました。 

 ここで、10分間休憩いたします。 

     ─────────────── 

        午前10時51分 休憩 

        午前10時58分 開議 

     ─────────────── 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 次に、渋谷正文君の質問を行います。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） -登壇- 

 さきの通告に従いまして、順次、質問いたします。 

 １件目、ＪＲ根室線富良野－新得間の基本的な考えに

ついてお伺いします。 

 令和３年第３回定例会の市政に関する一般質問におい

て、私は、７市町村の協議会から４市町村に分かれて協

議、決定することになるのではないかと質問したところ、

根室本線対策協議会として、これまで、富良野－新得間

だけではなく、滝川－新得間を一体的なものとして活動

を行ってきたところであり、今回の協議につきましても、

節目での報告や、物事を決める段階におきましては、当

然、４市町村ではなく、７市町村の協議会の中で決めて

いくことを総会の中で確認しているところであるとの趣

旨の答弁をいただいております。このことから、根室本

線対策協議会としての最終決定はしていないという認識

に立ち、今回、質問してまいります。 

 ここで、三つの点を伺います。 

 １点目に、協議の期限は定めていないというものの、

コロナ禍の状況に鑑みれば、４市町村による具体的な協

議に遅れが出てきているように感じます。今後の地域住

民説明会や関係者との協議について、めどとしているタ

イムスケジュールをお知らせいただきたい。 

 ２点目に、仮にバス転換をする場合、鉄道は長年にわ

たって地域の中心となってきた存在であり、シンボルと

して根づいてきたことから、本市の生活、経済に与える

影響は大きいと考えられます。そのため、まず、市民生

活などにマイナスの影響を与える状況を捉え、極力、減

らしていくことを考えていかなければならないのではな

いでしょうか。 

 マイナスの影響を把握することと、そのことをどのよ

うに解決していこうと考えていくのか、加えて、検討の

手法と、市民への周知と理解の図り方について伺います。 

 ３点目に、国土交通省は、２月14日、地方鉄道の在り

方に関する有識者検討会の初会合を開催し、利用促進策

やバスへの転換など、交通網の再構築に関する選択肢を

７月にまとめるとしています。路線の維持に向けては、

鉄道事業者に頼ってきた費用負担などについて、沿線自

治体がどのように関わっていくかが焦点となっていくと

考えます。今回、廃止の判断をする具体的な協議に対し

ても、影響が少なからずあるのではないかと懸念すると

ころです。市の考えを伺います。 

 ２件目、企業とともに成長、発展する自治体について

お伺いいたします。 

 1972年に国土計画が北の峰観光開発を買収し、スキー

場運営に参入して以降、観光を基軸に地域の経済が発展、

成長した本市でありますが、富良野プリンスホテルは1974

年に、新富良野プリンスホテルは1988年の開業であり、

法定の耐用年数を考慮すると施設自体の老朽化は進んで

きています。ホテルやリフトがリニューアルされること

により観光客が増え、雇用や税収が増える動きにつなが

ります。また、まちの価値をともにつくり上げてきた大
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切なパートナー企業として、今後も連携、協力が不可欠

であります。 

 現在、ホテル企業は、国際競争激化を見据え、大胆な

経営資源の選択と集中によって立て直しを進める模様で

あり、企業城下町としての本市は、いま、情勢変化の中

で分岐点にある地域政策について議論を行い、課題に対

処していく必要があると考えます。 

 ここで、三つの点を伺います。 

 １点目に、ホテル企業側から、今回の所有施設の運営

に関して、市に対する報告があったのでしょうか。内容

についてお伺いします。 

 ２点目に、ホテル企業は地域にとって大事な企業であ

り、しっかりと地域の実情を伝え、今後の道筋をつける

ことをしていってほしいと考えます。今後の要望活動に

ついての考えを伺います。 

 ３点目に、企業とともに発展した本市として、継続し

た運営のためにも、魅力ある観光地として、スポーツツ

ーリズムの魅力をより高める方策について、様々な対策

に積極的に取り組んでいく考えを持つ必要があると考え

ます。本市として、魅力ある観光地として、観光全般を

盛り上げていくといった支援策に取り組んでいく具体的

な検討を進める必要があるのではないでしょうか。考え

を伺います。 

 ３件目、FURANO VISION 2030の進捗についてお伺いし

ます。 

 観光庁は、新たにアフターコロナ時代における地域活

性化と観光産業に関する検討会を令和３年11月25日に設

置し、アフターコロナ時代において、観光が我が国経済

の発展と地方創生を牽引していくため、観光地と観光産

業はどのような方向性を目指して取り組むべきかという

論点で検討を行っています。 

 本市においては、人口減少やグローバル化、急速なデ

ジタル化など、激変している観光及び富良野を取り巻く

状況を勘案し、第５次と第６次富良野市総合計画に基づ

き、観光の振興を総合的かつ戦略的に推進するための基

本計画として位置づけ、2018年から2030年までを計画期

間とし、2030年の富良野の観光の姿を想像して策定する

中長期の観光戦略の基盤としたFURANO VISION 2030を策

定しているところです。 

 私は、コロナ禍の状況など国内外の情勢を踏まえ、期

間中であっても必要に応じて柔軟に計画を見直すべきも

のと考えます。FURANO VISION 2030の進捗について、三

つの点をここでお伺いします。 

 １点目に、基本目標に掲げるオールシーズン滞在型の

国際観光地に向けた取組状況と評価について伺います。 

 ２点目に、北の峰エリアを中心に、外国資本が所有す

る不動産が増えてきていることによるFURANO VISION 2030

推進に与える影響についてであります。外国資本の所有

が増えることによって問題は生じてこないのか、お伺い

します。 

 ３点目に、基本目標に掲げるオールシーズン滞在型の

国際観光地に向けて、今後の取組について考えを伺いま

す。 

 ４件目、将来を展望した都市空間の創造についての１

項目、将来の都市空間形成に向けた都市計画分野の方針

についてお伺いします。 

 北の峰エリアの価値を高めることは、我がまちにおけ

る住みやすさや持続的な発展に大きな影響を与えると考

えるところであります。また、仮にＪＲがバス転換とし

た場合には、地域交通の在り方や市内土地利用の検討が

十分に想定されるところです。 

 ここで、四つの点を伺います。 

 １点目に、現状と将来を展望した土地利用上の課題に

ついて、認識について伺います。 

 ２点目に、解決するに当たり必要となってくる能力、

手段があるとすれば、それは何と考えておられるのでし

ょうか、お伺いします。 

 ３点目に、多岐にわたる課題を今後どのような体制で

解決していこうとしているのか、お伺いします。 

 ４点目に、現在、行われている立地適正化計画の策定

や、都市計画に与える影響について、将来を展望した土

地利用に不透明な点が多いことから、策定内容や完成期

日を変更する考えを持ち合わせてよいのではないかと考

えます。所見を伺います。 

 以上、第１回目の質問といたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 渋谷議員の御質問にお答えします。 

 １件目のＪＲ根室線富良野－新得間の基本的な考えに

ついてでありますが、協議のタイムスケジュールにつき

ましては、本年１月28日に開催したＪＲ根室線富良野新

得間関係市町村長会議では、鉄路を存続する場合にＪＲ

北海道から求められた負担金10.9億円の負担を沿線４市

町村及び北海道が行うことは困難であること、新たな交

通体系であるバス路線の具体的な検討を進めること、各

市町村で住民説明会を開催することの３点について、方

向性を確認いたしました。 

 今後につきましては、新たなバス路線の検討を進めな

がら、住民説明会での意見を参考に、７市町村で構成す

る根室本線対策協議会で最終的に判断することとしてお

ります。協議のスケジュールにつきましては、新型コロ

ナウイルスのまん延防止等重点措置期間の延長に伴い、

住民説明会の開催を延期いたしましたが、感染拡大の状

況を見据え、速やかに住民説明会の開催と関係機関との

協議を進めてまいりたいと考えております。 
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 次に、仮にバス転換をする場合の影響についてであり

ますが、生活面では通学、通院や買物など日常生活の利

用、経済面ではＪＲ北海道による地元雇用などの影響が

想定されます。これらの影響につきましては、住民説明

会で意見をいただくとともに、ＪＲ北海道とのバス路線

のダイヤ、ルートの協議の中で影響が少なくなるよう取

組を進めるとともに、協議の結果につきましては広報紙

などで周知してまいります。 

 次に、国土交通省が２月14日に開催した鉄道事業者と

地域の協働による地域モビリティの刷新に関する検討会

につきましては、少子高齢化、過疎化、マイカー移動へ

の移行に加え、新型コロナウイルス感染症の影響の長期

化により、全国各地域において鉄道事業者は大変厳しい

経営環境に置かれていることから、鉄道路線の現状につ

いて、鉄道事業者と沿線地域が危機認識を共有し、相互

に協力しながら、利用者にとって利便性と持続性の高い

地域公共交通を再構築していくため、国の関与や支援の

在り方を含めた具体的な方策を検討するとして、これま

で２回行われた検討会では、鉄道事業者及び自治体より

ヒアリングを行い、全体の取りまとめを令和４年７月に

行う予定と承知しております。 

 現在、検討会はヒアリング段階であり、具体的な協議

はこれからであることから、富良野－新得間への影響も

含め注視してまいります。 

 ２件目の企業とともに成長発展する自治体についての

所有施設の報告についてでありますが、西武ホールディ

ングスが、傘下企業の所有と運営を分離する、いわゆる

アセットライトの検討を進めている情報を取得し、令和

３年３月に株式会社西武ホールディングス社長、株式会

社プリンスホテル社長とそれぞれ面談をし、コロナ禍に

おける本市との連携について意見交換を行ってきたとこ

ろであります。 

 今回、令和４年２月10日付でリリースされた西武グル

ープ保有の31施設をシンガポールの政府系ファンドに売

却する件につきましては、２月14日に新富良野プリンス

ホテル総支配人から、富良野のゴルフ場は売却対象であ

るが、引き続きプリンスホテルグループが運営し、今後

も変わらない旨の説明を受けたところであります。 

 次に、今後の要望活動についてでありますが、プリン

スホテルが運営する観光施設は、本市の観光にとってな

くてはならない施設であるとの認識の下、西武ホールデ

ィングスの代表者とも継続的に面談の機会を確保してま

いります。 

 次に、スポーツツーリズムの魅力を高める方策や支援

策の検討についてでありますが、プリンスホテルが実施

する小学生までのリフト乗車無料の取組に加え、本市で

は、中学生にシーズンパス券を配付する利用促進策を実

施するほか、富良野観光ウェブキャンペーン実行委員会

では、「富良野でスキーデビュー」というキャッチコピ

ーで、北海道内在住の小学生が富良野市内に宿泊する場

合、スキー、スノーボードのレッスン及びレンタル料を

無料にするキャンペーンを実施しております。 

 今後の課題といたしましては、富良野スキー場施設の

更新や再投資であると認識しておりますが、今回の西武

ホールディングスの公表の中でも、今後の成長戦略とし

て、軽井沢、箱根、富良野などの知名度の高いリゾート

についても、サステナビリティーを意識した上で再開発

に注力するとされております。 

 本市といたしましても、早期の再開発の実現に向け、

連携してまいります。 

 ３件目のFURANO VISION 2030の進捗についての国際観

光地に向けた取組状況と評価についてでありますが、

FURANO VISION 2030の五つの戦略のうち、心地よいにぎ

わいをもたらす空間デザインの創出につきましては、本

市が国際的なリゾートエリアとして持続的に発展を遂げ

るための必要な考え方の一つであると認識しているとこ

ろであります。 

 現在、取組は進んでいない状況ではありますが、今後、

スキー場再開発の機会などと併せて、ビジョンの実現に

向け、関係機関と協議をしてまいります。 

 次に、外国資本所有の不動産が増えることによる影響

についてでありますが、現状がビジョンの進捗に影響す

るものするものではないと認識しておりますが、今後、

購入された不動産が放置されることや、外国人観光客が

再び増えることに伴い、市民が住みづらさを感じること

により、住んでよし、訪れてよしの観光地域づくりに逆

行する可能性があります。 

 しかし、これらの課題は、不動産の所有者がどこの国

の方であるかを問わず、国際観光地としては起こり得る

問題であると認識しているところであります。 

 次に、今後の取組と考え方につきましては、観光庁の

掲げる持続可能な観光地域づくりを進めたいと考えてお

り、平成30年度の観光経済調査で実施した市民意識調査

を継続的に実施するなど、現状の把握と課題の解決によ

り、市民の方からも理解をいただける観光地域づくりを

進めてまいります。 

 次に、４件目の将来を展望した都市空間の創造につい

ての将来の都市空間形成に向けた都市計画分野の方針に

ついてでありますが、現状と将来を展望した課題につき

ましては、本市の都市計画マスタープランにより、地区

ごとに現状や課題の整理を行うとともに、合理的な土地

利用の推進を図っております。 

 北の峰地区においては、スキー場周辺の白地地域では、

特定用途制限地域と北の峰景観地区（52ページで訂正）

に指定することにより、自然環境との調和と観光リゾー

ト地の景観形成を図っているところでありますが、近年
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は外国籍企業や外国人による不動産取得も増加し、今後

の動向も見据えた上で、無秩序な開発を抑制するための

土地利用等の規制が引き続き必要であると認識しており

ます。 

 次に、課題解決に当たり必要となる手段につきまして

は、不動産の取引に関しては、都市計画上の規制でコン

トロールすることは困難でありますが、土地利用におけ

る規制に関しましては、現行の都市計画マスタープラン

に加えて、居住を含めた都市の活動を誘導していく立地

適正化計画を策定することにより、都市をマネジメント

する新しい仕組みを構築してまいります。 

 次に、課題解決に向けた体制につきましては、現在、

都市建築課が所管となり、都市計画の運用と立地適正化

計画策定に向けた一元的な事務推進に当たっており、令

和３年６月からは、富良野市立地適正化計画庁内連絡会

議を設置し、各種計画や施策の整合性を図り、計画策定

に取り組んでおりますので、引き続きこの体制を継続し

てまいります。 

 次に、計画策定の期日についてですが、立地適正化計

画においては、人口減少や少子高齢化に伴う人口密度の

低下、頻発、激甚化する自然災害への対応など、コンパ

クトシティ推進と併せて災害に強いまちづくりへの取組

が急務であり、現在、立地適正化計画策定・検証委員会

で慎重に検討していることから、当初の計画どおり、令

和４年度中の策定を予定しております。 

 以上です。 

 御訂正をお願いいたします。 

 将来を展望した都市空間の創造についての北の峰地区

においての答弁の中で、特定用途制限地域と北の峰景観

地区に指定することというところを、観光地区に指定す

ると読み違えましたので、北の峰景観地区に指定すると

いうことで御訂正をお願いいたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 再質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） それでは、順次、再質問をさせ

ていただきます。 

 まず、１件目のＪＲ根室線富良野－新得間の基本的な

考えについてでありますけれども、ここで、協議の期限

のところでは、いま、コロナ禍の影響もあって、どうし

ても進めない状況、たくさんの方が集まれないという状

況に鑑みれば、解除後に速やかに行うという趣旨の御答

弁であったのかなというふうに捉えております。 

 確かに、そのように行っていただきたいというふうに

私も思っておりますが、１点、確認をさせていただきた

いのですが、この７市町村が集まった協議会の総会の日

程でありますが、例年５月ぐらいに行われているかとい

うふうに思っております。先ほどの答弁でいきますと、

説明をしながら少しやり取りをして理解を求めていきた

いということでありますと、そうした５月の総会ではな

かなか難しいのかなというようなことも考えられます。 

 ですので、私のような考え方に立てば、総会で起きな

い、今回は上がらないのではないかという考え方もでき

るのかなというふうに思いますが、その辺りの考え方に

ついてお知らせいただければなというふうに思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 企画振興課長関澤博行君。 

○企画振興課長（関澤博行君） 渋谷議員の再質問にお

答えいたします。 

 根室本線対策協議会の総会で７市町村の意向を確認す

るということに対して、総会の段階では間に合わないの

ではないのかということだと思います。 

 例年、根室本線対策協議会については、４月もしくは

５月に総会を開催しております。いまの協議のスケジュ

ールでいきますと、その総会には間に合わない可能性も

十分考えております。そういった場合につきましては、

臨時総会の開催も含めて検討をしてまいりたいと考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） 柔軟な対応を図られたいという

ようなことでの臨時総会という話だったのかなというふ

うに思っております。期日前提で物事を進めないという

お話を聞けたということでありますので、こちらにつき

ましては了解をしたところであります。 

 次に、マイナスの要件のところに移りたいと思います

が、実は、このマイナスの要件については、４市町村で

それぞれ違いがあるのではないかなと、全く同じとは思

ってはいないのです。ですので、違いがあるということ

は、４市町村で連携してその話を進めていくということ

だけではなく、いわゆる単位自治体ごとに北海道あるい

はＪＲとの話合いをしていくというようなことも想定さ

れるのではないかというふうに思いますが、その辺りの

考えについてはどのようになっているのか、お知らせい

ただきたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 企画振興課長関澤博行君。 

○企画振興課長（関澤博行君） 渋谷議員の再質問にお

答えいたします。 

 マイナスの影響について、市町村ごとに課題が違う部

分があるのではないのかということでありますけれども、

その点につきましては、富良野でいきますと、もしＪＲ

がなくなった場合、二つの駅に影響があるということに

なりますし、南富良野町につきましては町内全ての駅が

なくなってしまうということもありますので、議員がお

っしゃるとおり、個別の市町村ごとに課題が様々出され
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てくるというふうに思います。 

 そういった点につきましては、４市町村全体だけでは

なく、個別にＪＲ北海道と市町村ごとに協議をしていく

課題というのも今後出てくると考えております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） いわゆるスケジュール感といい

ますか、北海道あるいはＪＲ北海道との話合いの中では、

しっかりと枠組みをつくった中で進まれているというよ

うなところが答弁からは見えてきているのかなというふ

うに思います。 

 市民の側からすれば、そうした不安感を払拭していた

だいて、市民側から考える不安感を少しでも払拭してい

ただけるような体制が必要であるというふうに思ってお

りますので、そうした進みについては、より進めていた

だきたいなというふうに思っております。 

 その中で、一つ、またあるのですけれども、市民への

説明をする中で、例えば、先ほど言った経済的なことや

生活のことの困り事についての対策、いわゆる事前の策

ということを出していくことは可能かと思いますが、こ

れまでの意見を私もひもといていくと、市民の誇り、鉄

路は市民の誇りであったとか、地域に密着していたとい

う、そうした気持ちに訴えかけるような内容についてい

わゆる市側にぶつけてくる場面というのが、私はあるの

かなというふうに思います。 

 こうした声は、配慮といいますか、受け止めるという

姿勢は大切でありますけれども、市長の言葉を借りれば、

説得するということを前回言っていたのですけれども、

説得する上では、そうしたところをどういうふうに折り

合っていくのかというところで、平行線にならないよう

な話合いができることが必要かというふうに考えており

ますが、そうした意見に対しての向き合い方をお伺いし

たいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 企画振興課長関澤博行君。 

○企画振興課長（関澤博行君） 渋谷議員の再質問にお

答えいたします。 

 市民の方への説明ということでありますけれども、そ

の点に関して、なかなか意見のかみ合わない部分は当然

出てくるのではないかというふうに想定しております。

行政側の立場として、実際に鉄路の存続が可能なのかど

うなのか、そのことを、一定、判断をした上で御説明を

させていただく事項になりますので、そこの部分に関し

ましては、じっくり丁寧に説明をさせていただくという

ことに、いまの段階では尽きるのではないかと考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） 市民説明会は、当初、４会場で

行うということでありましたけれども、これについては、

それを踏襲して行うということでよろしいでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 企画振興課長関澤博行君。 

○企画振興課長（関澤博行君） 渋谷議員の再質問にお

答えいたします。 

 住民説明会につきましては、当初、２月に富良野文化

会館、布部会館、山部福祉センター、東山公民館の４か

所で開催するということでお知らせをしてまいりました。

延期した会場につきましても、同じく４会場で開催を考

えております。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） 次の件名に移らせていただきた

いと思います。 

 企業とともに成長、発展する自治体についてというこ

とで、スキー場の経営ですとか、観光事業を基軸として

地域の活性化が図られてきた我がまちであります。昭和

50年以降は、特にそうした企業が非常にまちに注力して

いただいたこともあって、大きく発展をし、そして、関

連する産業といいましょうか、枝葉の部分もたくさん生

い茂ったというふうに私は捉えております。 

 ですので、今回の体制が変わるというところがもしあ

るとするなら、我がまちの方向性、向かうべき持続的発

展ということについて非常に心配するところでありまし

たが、先ほど御答弁いただきましたところでは、しっか

りと話合い、協議をする場を設けていくということであ

りますので、ぜひとも、こうしたところは続けていただ

きたいと思いますし、さらに、もう一点、私からつけ加

えさせていただくとすれば、まちづくりについての在り

方についても、北の峰エリアの部分については、非常に、

企業の比重といいますか、担っている力が大きいと思い

ます。 

 こうしたところの発展性についても、より詳しく深く

話していただける体制が必要ではないかというふうに考

えておりますが、見解を伺います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 先日、西武ホールディングスの施設、財産の関係のお

話がありましたけれども、市長のほうに総支配人から報

告をいただいて、これからも変わらず運営されるという

ような報告がされたところでありますけれども、やはり、
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スキー場を中心とした、観光もそうですけれども、教育

の部分であるとか、あるいは雇用の部分であるとか、い

ろいろな面でスキー場については本当にプリンスホテル

の力というものは大きかったというふうに思っています。 

 これからも、北の峰エリアを中心に、観光も含めて、

北の峰エリアが活性化するためには、やはり、プリンス

ホテルのこれからの再投資を含めて、やっていただくこ

とが重要かというふうに思いますので、これからも、引

き続き、市長をトップとして、いろいろな打合せ等をさ

せていただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） 企業側の再投資を図っていただ

くことは、まちにとって、とても大きな、観光に限らず、

大きなまちの活力、推進力になっていくものだと私も思

っております。 

 こうした進め方を、魅力ある観光地域づくりを推進し

ていくことというのでは、その企業が既に組織ですとか

人材ですとかというものは非常に有しているところであ

ります。こうした人材をしっかりと活用していくという

ことは、これからも私は大切なことであるというふうに

思っておりますので、こうしたところを、上手に、戦略

的に、また相乗効果を出していくということが、私は必

要だと思っておりますが、こうしたところの考え方に立

っているのか、お伺いします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再質問にお答え

します。 

 プリンスホテル等の人材の活用の関係でありますけれ

ども、いま、新型コロナウイルス感染症の関係で富良野

観光ウェブキャンペーン実行委員会等がありますけれど

も、その中でも事業の組立てに関わっていただき、ある

いは、様々な面で、スキー場も、議論の場というか、そ

ういう意見交換の場も非常に設けてはおりますので、今

後につきましても、やっぱり、スキー場、企業としての

ノウハウを含めてこちらのほうに伝えていただけるよう、

引き続き打合せ等させていただければというふうに思い

ます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） 非常に中核となる企業でありま

すので、こうしたところの支援というのは、大きな、い

い方向につながるように再投資することを後押しすると

いうことは、我がまちにとってもよりよい方向性を出せ

るのではないかというふうに私は捉えたいというふうに

思っております。 

 そのためには、また、スピード感ある企業とのお付き

合いになりますと、いろいろな形でスピードを求められ

るところもあろうかというふうに思っております。そう

したところは、どちらかというと行政というのは得手で

はない分野なのかなというふうに思っておりますが、体

制をしっかりと構築していろいろな協議に当たっていく

というような姿勢が私は必要だと思っております。そう

した思いがあるところをお知らせいただければというふ

うに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 プリンスホテルとの協議についてスピード感を持って

ということでありますけれども、やはり、観光も、非常

にスピード感のある、また、変化の速い分野でありまし

て、それについては十分に必要だというふうに思ってお

ります。 

 先ほどの水間議員の質問でありましたけれども、今後、

ＤＭＯの設置等もありまして、市と連携する中で、どの

ような形になるかは、いま、これからの協議になります

けれども、そういう協議体も含めて、これからの観光振

興の体制を整えていく、その中で民間のプリンスホテル

等も協力いただくことになると思いますので、その中で

スピード感を持って対応してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） 次の件名、FURANO VISION 2030

の進捗についてのほうに入らせていただきます。 

 五つの戦略を示した中でソフトとハードとありまして、

特にソフトの部分については、先ほど水間議員のＤＭＯ

の関係とも密接にありますので、私のほうからはそちら

は省略させていただいて、どちらかというとハードの話

をさせていただきたいと思います。 

 心地よさと賑わいをもたらす空間デザインの創出とい

うふうにありまして、そうした中で、スキーインによる

動線整備による不動産開発のコントロールというような

ことにも触れられております。こうしたところも、取組

をしていく上では、本当にたくさんの課題があるという

ふうに私は思っているところでありますけれども、先ほ

ど、取り組んではいないというような趣旨の答弁があっ

たかと思いますが、進捗について、そのような状況であ

るのか、確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 
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○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 FURANO VISION 2030の中の一つの例として、空間形成

の部分でありますけれども、やはり多くの課題がありま

す。ソフトの部分でいきますと、できるところから、い

ま、取組を進めているところでありますけれども、やは

り、空間形成、FURANO VISION 2030の中では最終的な目

指す姿としてスキーイン動線の関係ですとかいろいろ記

載をされていますけれども、非常に課題も多いなという

ふうに思っています。 

 いま、想定している課題としましては、やはり、財源

の関係、進めていく組織、体制の関係、あるいは、規制

緩和とか、そういうことも生じてくるでしょうし、また、

住民理解、そういうようなことも含めて多くの課題が出

てくるのではないかというふうに考えています。 

 いま、FURANO VISION 2030の中では、やれるものと、

少し準備をしなければできないものというふうにありま

すけれども、それを分けて、いま、できるものから取り

組んでいるというところであります。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） このFURANO VISION 2030という

のは、バックキャスティングの発想を持って、いわゆる

夢というか、将来の目標を掲げて、その実現に向けてど

ういうふうに進んでいくかというような組立てで行われ

てきたものだというふうに思っております。 

 実際、これを進めるに当たっては、あくまでもビジョ

ンの話ですので、下地にあるのはアクションプランであ

ると思っております。このアクションプランなのですけ

れども、ホームページとかで探してもなかなか見つから

ない状況にあります。このアクションプランがどのよう

に進んでいるのかというところを明らかにしたいと思い

ます。いかがでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 アクションプランのいまの状況ということであります

けれども、このFURANO VISION 2030は、2019年から2030

年の具体的な動きを示すもので、まだ、公表できていな

い状況にありますけれども、もうすぐ公表できるものに

なろうかというふうに思っています。 

 それで、いま、FURANO VISION 2030ができて３年たと

うとしていますけれども、最初の３年間については、こ

れまで取り組んできたことを検証して、また、できなか

ったことなどを含めて、今後の課題といいますか、そう

いうものを、いま、洗い出している状況であります。そ

れを次の動きにつなげていくということで、PDCAサイク

ルをしっかりとつくって、次の取組に、年度ごとにアク

ションを起こしていく、取組を決めていく、そのような

動きのものといまは考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） もう一点、この計画をつくると

きには、検討委員会があったかというふうに思っており

ます。その後、検討委員会はなくなりました。その後、

事業の振り返りですとか、そうしたところは、３年経過

しておりましたが、どのように行ってきていたのでしょ

うか、お伺いいたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 このアクションプランをつくる際に、これまで様々な

方に入っていただきましたけれども、その方々の意見を

いただきながら、これまでどうだったかということをま

とめながら、いま、つくっているという状況になってご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） なかなか動いていないというよ

うなことが分かるので、答弁も非常に苦しいのかなとい

うふうに思っておりますが、こうした動きは別建ての何

かしら協議会みたいなのが、先ほど、ソフトの部分では

観光推進の戦略会議等がありますので、そうしたような

ところでも話題にはなっていなかったのか、お伺いした

いと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再々質問にお答

えいたします。 

 ちょっとこの辺は不明でありまして、自分は把握して

いないのですけれども、このまちづくり戦略会議の中で

これまでの動きを整理して次につなげるようなアクショ

ンプランをつくってきたというところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） ２点目に移ります。 

 外国人の資本が増えたことによっての対応についてで

ありますけれども、答弁のほうからは、今後においては、

不動産の放置だとか、住みづらさの部分というのが出て

くるのではないかというようなところをおっしゃってお
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りましたが、外国人のいわゆる所有者の方に対して、ま

ちづくり、いわゆるFURANO VISION 2030の観光の話をこ

ういうふうに進めるのだということを御説明するような

機会というのは、私は出てくるのではないかなというふ

うに思います。そうした機会において、話せるような状

況にあるのかというところは、一つ、課題になっている

のではないかというふうに思います。 

 そうした方々がいない中で、例えば、北の峰のゴンド

ラの周辺のところというのは、ほとんどが外国人の所有

者になっているというのは登記簿から推察できるところ

です。こうした方々に話さない中で、FURANO VISION 2030

をこういうふうに進めていく、アクションプランを進め

ていくというような考え方は、なかなか難しいのではな

いか、あるいは、一つ、何かしら知恵をつけていかなけ

れば進めないのではないかというふうに考えております。

こうした私が言った難しさについて、お伺いします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷議員の再質問にお答え

いたします。 

 市としてFURANO VISION 2030で2030年に向けた姿を描

いているというところでありますし、外国資本の物件等

も増えてきて、なかなか対話の場面というものは難しい

ふうには考えています。 

 ですが、市としても、この目標に向かって、目指す姿

に向かってこれから調整をしていく部分もあろうかと思

いますので、何かの機会で市の考え等を共有するような

ことも必要ではないかというふうに考えてはいます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） こうしたことが課題にあるとい

うことが浮き彫りになったと思いますので、対応してい

ただけるように思います。 

 次の項目でございますけれども、今後の取組について

考えを伺うというところで、FURANO VISION 2030につい

てお聞きしましたが、PDCAサイクルを回していくという

答弁がありました。これは、実は、バックキャスティン

グで考える上では、相反する取組方だというふうにも言

われています。あくまでも、何ができるかというところ

を前提にできることを考えていくということを積み上げ

ていくわけですけれども、その積み上げの部分について

PDCAサイクルを回すとなると、無難なことになってしま

うというところがあって、バックキャスティングの中で

PDCAを回すというようなところは非常に難しいというふ

うに、私はいろいろ調べた中で捉えているところであり

ます。 

 PDCAサイクルの中ではなくて、振り返りを行って、そ

の振り返りの中から得られたものを、どういうふうに次

の目標に向かって進んでいくかというような考え方であ

るのであれば理解はするところでありますが、PDCAサイ

クルというようなことではなく、そうした、私がいま申

し上げたような振り返りの中から次へ向かっていく、推

進力にしていくという考え方でよろしいのかどうか、お

伺いしたいと思います。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 経済部長川上勝義君。 

○経済部長（川上勝義君） 渋谷委員の再質問にお答え

いたします。 

 やはり、いまのFURANO VISION 2030の中では、やれる

もの、やれないもの、やれていないもの等あります。や

れているものについては、やれたことによる課題、また、

できなかったものについては、なぜできなかったのか、

そういうようなことを次の年度に進めていく、また、準

備が必要なものにつきましては、やはり、それを想定し

て今後に備えていく、そういうようなことが必要だと思

いますので、振り返りを含めて今後進めていきたいとい

うふうに考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ２番渋谷正文君。 

○２番（渋谷正文君） FURANO VISION 2030については、

幾つか、やっぱり課題というのが見えてきたというふう

に思っております。その課題に取り組み、実現に向けて

動いていただきたいというふうに思っております。 

 次の件名に移ります。 

 将来を展望した都市空間の創造についてというところ

でありますが、この中で、実は、出てきているところと

して、私は、都市計画の担当だけでは物事が進んでいく

のは非常に難しい案件であるのかなと、将来を見据えた

というところになりますと。確かに、土地利用という部

分について考えることは、都市計画でも区域が決まって

いますのでできるかと思いますけれども、これから、例

えば観光ですとか、中心のまちの中の交通体系の変化で

すとか、そうしたことが起こっていく中で、いわゆる、

今回、立地適正化計画という土地の高度化のことを検討

していくというには、私は、令和４年度の完成を目指す

ということは分かりますけれども、そこまで積み上げて

いく過程の中で情報量があまりにも多くて、本当にその

計画ができてくるのかというところでは懐疑的に見てい

るところです。 

 積み上げの部分、実際に、その計画はつくっても、そ

の計画が市民のものであってほしいという考え方に立て

ば、もう少し、私は、いろいろな角度で話して検討して

いくのが筋ではないかというふうに思っております。い

かがでしょうか。 
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○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 渋谷議員の再質問にお答

えいたします。 

 いま、策定しております立地適正化計画の策定時期に

ついて、もう少し情報等を整理して策定していくべきで

はないかといったような内容の質問かなというふうに思

ってございます。 

 いま、例えば、FURANO VISION 2030の方向性といった

ようなところの実現に向けて、都市計画云々ということ

なのだろうというふうに思います。FURANO VISION 2030

に示されている北の峰地区における戦略というのが、国

際観光リゾートを目指す開発中心の一つのイメージとい

うふうに考えてございます。 

 いま、策定しております立地適正化計画につきまして

は、コンパクトなまちづくりを目指すというところに基

本がございますので、基本的には相反する計画であると

いうふうに考えているところでございます。 

 しかしながら、FURANO VISION 2030にも記載しており

ますとおり、無秩序な開発をコントロールするという観

点で、この北の峰地区を立地適正化計画にどのように位

置づけまして、どのようなエリア設定ができるかといっ

たようなところを研究し、今後、策定委員会の皆様と議

論を進めていきたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、渋谷正文君の質問は終

了いたしました。 

 ここで、午後１時まで休憩いたします。 

     ─────────────── 

        午前11時50分 休憩 

        午後１時02分 開議 

     ─────────────── 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 午前中の議事を続行いたします。 

 次に、大栗民江君の質問を行います。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） -登壇- 

 通告に従い、一般質問します。 

 １件目、風疹予防の取組についてお伺いします。 

 項目、風疹の追加的対策についてです。 

 風疹は、大人になってから感染すると、まれに重篤な

合併症を併発することがある感染症で、妊娠初期の女性

が感染した場合は、赤ちゃんが目や耳、心臓に障がいを

持って生まれてくる可能性が高くなると言われており、

周囲の人の風疹予防が非常に重要です。 

 そのため、厚生労働省は、風疹の定期予防接種が女子

のみの対象であったため、接種の機会がなかった昭和37

年４月２日から昭和54年４月１日生まれの男性を対象に、

2019年度から2021年度の３か年計画で無料クーポンを配

り、風疹抗体検査、風疹予防接種を公費無料で実施して

います。 

 他の世代に比べ、抗体保有率が低く、風疹に感染しや

すい状況にあるので、2022年３月末までの期限で抗体保

有率を90％、予防接種190万人を目標に実施しております

が、コロナによる受診控えなどの影響を受け、厚生労働

省は、2021年12月、2024年度末まで延長する方針を決め

られています。 

 そこで、初めに、市から対象者にクーポン券が送付さ

れておりますが、検査を受けられた男性はどのくらいに

なっているのでしょうか。 

 クーポン券使用風疹抗体検査の実施者の状況について

お伺いします。 

 42歳から59歳の対象男性に抗体検査と抗体なしの場合

に予防接種をしていただかなければ風疹予防の効果は上

がりません。何といっても、妊婦と未来の赤ちゃんの健

幸を守るため、現役で働いている方が多い世代ではあり

ますが、男性や周囲の方の理解と協力を得られるよう、

さらなる意識啓発が必要と思います。受検への促しや受

診率向上について、今後の取組の考えをお伺いします。 

 ２件目、結婚新生活支援の取組についてお伺いします。 

 項目、結婚新生活支援事業の拡充に向けた検討につい

てです。 

 結婚新生活支援事業は、平成28年第３回定例会、令和

３年第１回定例会に続き、今定例会で３回目の質問とな

ります。 

 令和３年第１回定例会では、この結婚新生活支援事業

の内容とその要件が60万円に拡充されるとＳＮＳで話題

になっていることを知った交際中の女性や親世代の市民

から、富良野市でもぜひやってほしいとのお声をいただ

き、一般質問をしました。 

 市長からは、結婚新生活支援としては、第６次総合計

画の重点施策「輝く。つながり合う。ひとのＷＡ！」、

富良野ならではの子育て環境づくりとして、既存の住宅

支援事業に結婚新生活支援事業の活用を含め、今後検討

してまいりますとの御答弁をいただきました。 

 結婚新生活支援事業は、内閣府が少子化対策として行

う国策の一つで、結婚に伴う経済的負担を減らすため、

新居の家賃や引っ越し代などの費用を結婚新生活支援事

業として実施している自治体に対し、国が補助する制度

で、都道府県と市町村が事業計画を定めて参画する必要

があります。 

 北海道内でこの地域少子化重点推進交付金を活用し結
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婚新生活支援事業に取り組んでいる市町村は、令和３年

３月段階では24市町村でしたが、４月からは49市町村に

広がっており、中富良野町でも令和３年度に新規事業と

して導入されています。 

 そこで、初めに、この事業は年齢要件が39歳以下に緩

和されております。本市における令和２年の婚姻数は90

組でありますが、39歳以下の婚姻世帯はどのくらいでし

ょうか。婚姻数はどのような傾向にあるのでしょうか、

お伺いします。 

 内閣府が公表した令和２年度結婚新生活支援事業を実

施している自治体におけるアンケート結果では、婚姻届

を提出する前から本事業を知っていた新婚世帯のうち、

この事業は結婚へのきっかけの一つになったと回答した

世帯は約53％で、結婚新生活に伴う経済的不安の軽減に

つながったと思う世帯は約99％と示されています。 

 また、子供がいない世帯にも支援があって、とてもす

ばらしいと思った、県外からやってきた身なので、地域

に愛されている感じが心強いと感じた、引っ越しでかか

った費用を出産費用に充てることができた等々の感想が

記されています。 

 私は、この支援事業は、これから夫婦として新生活を

スタートしようとする若い世代に、ぜひ富良野にお決め

くださいと、富良野を選んでいただく後押しにもつなが

ると思います。 

 令和３年第１回定例会で市長は、さきの答弁に加え、

幅広いところまでの子育て支援のうちの一つとして、こ

れをリンクさせるのにどういう手法が取れるのか、いま

富良野市で持っている既存の事業と、これをどういうふ

うに合わせていくのかが明確になっていないので、少し

研究をして、将来的には国の提案している支援の在り方

にも取り組めるように検討していきたいとの御答弁をい

ただきました。 

 その後、１年が経過しますが、進捗はどのようになっ

ているのでしょうか、検討状況についてお伺いします。 

 以上、１回目の質問といたします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） -登壇- 

 大栗議員の御質問にお答えします。 

 １件目の風疹予防の取組についての１点目、風疹の追

加的対策についてでありますが、国は、平成30年７月以

降、大都市圏を中心に風疹の患者数が増大したことから、

感染拡大を防止するため、令和４年３月31日までの間に

限り、これまで公的に風疹の予防接種を受ける機会がな

かった昭和37年４月２日から昭和54年４月１日までの間

に生まれた男性を対象に、風疹抗体検査及び予防接種を

実施しているところであります。 

 本市におきましては、令和元年度284人、令和２年度516

人、令和３年度は１月末現在で156人、合わせて956人が

抗体検査を受検しており、受検率は38.8％となっており

ます。 

 抗体検査の結果、233人が十分な量の抗体がなく、予防

接種の対象となっており、そのうち150人が接種を終了し

ております。 

 国は、令和４年３月までに対象者の抗体保有率を90％

に引き上げるという目標を掲げておりましたが、目標達

成が困難な状況であることから、目標の期限を令和７年

３月末まで延長し、取組を継続することとしました。 

 本市におきましても、対象者は勤労世代であることか

ら、特定健診や事業所健診の機会を活用した抗体検査の

受検勧奨を積極的に行うとともに、商工会議所と連携し

た受検勧奨やホームページ、広報による周知を行い、抗

体検査の受検率及び予防接種の実施率向上に努めてまい

ります。 

 ２件目の新婚生活支援事業の拡充に向けた検討につい

てでありますが、結婚に伴う新生活のスタートアップに

係る新居の家賃や引っ越し費用などのコストを支援する

地方公共団体を対象に、国が地方自治体による支援額の

一部を補助する新婚新生活支援事業の対象世帯要件の一

つは、夫婦共に婚姻日における年齢が39歳以下となって

おります。 

 富良野市における令和３年１月１日から令和４年２月

24日までの婚姻届出数77件のうち、夫婦とも39歳以下の

婚姻は58件となっており、また、婚姻数は、毎年増減を

繰り返しながら、全体としては微減している状況となっ

ております。 

 次に、富良野ならではの子育て環境づくりに関しまし

ては、現在、本市が所有する未利用地を活用して、子育

て世代や新婚家庭にかかわらず、住宅取得の支援に関す

る事業の検討を始めたところであります。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 再質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） それでは、１件目、風疹予防の

取組、追加的対策について再質問をさせていただきます。 

 富良野市は38.8％ということで、北海道、全国よりも

高い値の取組をされていると思います。 

 この風疹予防の取組なのですけれども、富良野市では、

大人の風疹予防の接種ですとか、あと、風疹の北海道の

抗体検査の補助がありますので、この追加的風疹のクー

ポン券が届いた市内の男性の方や奥さんのほうにお聞き

したところ、この追加的対策の取組が余りよく分かって

いなかったというお声を聞くところなのです。 

 ですので、広報、ホームページなどで様々周知してい

くという御答弁でございましたが、この認知度を上げて

いくようなＰＲの工夫というのも一つ必要かなと思うの
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ですが、この点、いかがでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 保健福祉部長柿本敦史君。 

○保健福祉部長（柿本敦史君） 大栗議員の再質問にお

答えいたします。 

 風疹予防の追加の取組についての認知度を上げていく

という御質問でございますが、いま、市長から答弁させ

ていただいた周知の関係はもちろん努めてまいりますが、

議員御指摘のように、広報、ホームページ等で、もっと

分かりやすくといいますか、なぜ予防接種、検査をしな

ければならないのかというところも含めて周知の方法を

考えていきたいということと、まず、現在、未実施者、

まだされていない方に関しましては、来月４月中には受

診勧奨を兼ねたクーポン券を再発送するということで、

皆さんが取組に御理解いただけるように努めてまいりた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） 了解をいたしました。 

 続きまして、２件目の結婚新生活支援事業の拡充に向

けた検討についてお伺いをいたします。 

 お答えの中では、77件のうち58件ほどが39歳以下で、

要件に該当するという御答弁でありました。 

 少子化の取組というのは様々な担当課と重なっている

ことが多くて、私も様々通告するのでも、いろんな取組

をしていただくのでも、結婚は市民生活課、妊娠は保健

福祉課、都市建築課とか教育委員会とか、横断的という

よりも縦割り、縦断的かなと感じているところです。 

 結婚するとかしないは、当然、個人の自由なのですけ

れども、少子化の問題というのは、晩婚化ですとか、非

婚化ですとか、そういうものに対して、もし経済的負担

が問題だったら、しっかりとここに支援すべきなのでは

ないかと国が2016年度から始められた施策です。 

 富良野市では、この事業については、未利用地を含め

検討を始めたという御答弁をいただいたのですけれども、

よく理解ができないので、もうちょっと具体的なことを

お聞きします。 

○議長（黒岩岳雄君） 御答弁願います。 

 建設水道部長小野豊君。 

○建設水道部長（小野豊君） 大栗議員の再質問にお答

えいたします。 

 富良野市の所有する未利用地を活用した支援策という

ことで、現在検討を行っている内容ということかと思い

ます。 

 いま富良野市が所有する未利用地で、まず一つ候補と

して考えているのが、いま公営住宅の建て替え等を行っ

てございます。その中で、いま未利用地となっていて利

用用途が決まっていない土地が実は数件ございます。そ

の中の土地を利用しながら、子育て世代、あるいは、新

婚世代等に安価な土地の提供をできないかというところ

を検討しているところでございます。 

 あとは、単に土地ということではなくて、様々な施策

を組み合わせながら考えられないかといったようなとこ

ろの検討を始めたところでございます。 

 以上です。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

 ５番大栗民江君。 

○５番（大栗民江君） いま、公営住宅の建て替えなど、

土地を利用しながら、土地の提供を新婚世帯も含め検討

しているという御答弁だったかと思います。 

 土地の提供ということでございましたが、国がやるほ

か道内49市町村でやっております結婚新生活支援事業と

いうのは、土地、住宅を取得するという方のほかに、お

部屋代といいますか、マンションですとか賃貸のほうに

もお金がかかり高いというようなお声も聞いております

ので、賃貸の家賃ですとか仲介料、引っ越し代など出る

という事業でございます。 

 これは東京とか首都圏では手を挙げている市町村は少

ないのですが、北海道は本当に土地が多くて、少子化対

策で出ている交付金でございますので、少子化対策の入

り口となる結婚への支援も、担当課はどこでもいいので

すけれども、もっと推し進めていくべきではないかと思

うのですが、ここの点はいかがでしょうか。 

○議長（黒岩岳雄君） 暫時休憩いたします。 

     ――――――――――――――― 

        午後１時25分 休憩 

        午後１時25分 開議 

     ――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 休憩前に引き続き、会議を開き

ます。 

 休憩前の議事を続行いたします。 

 御答弁願います。 

 市長北猛俊君。 

○市長（北猛俊君） 大栗議員の再々質問にお答えさせ

ていただきます。 

 議員御指摘のとおり、若い世代だけではなくて、富良

野市全体として住む環境としては、土地代が高い、ある

いは家賃が高いということで、住みづらさといいますか、

その分の収入を確保するという意味から大変難しい環境

もいま生まれてきているというふうに捉えております。 

 そういった中で、先ほども御答弁をさせていただきま

したが、新婚世代ということだけではなくて、子育てに

いま集中している世代、あるいは、中堅として富良野に

おいでいただける方々、そういった方々に対しても住み

やすさを提供するという意味から、土地代、あるいは家
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賃という部分については支援が必要な状況にあると理解

をさせていただいております。 

 ただ、その中で、各世代に不公平感なく取組を事業と

して組み立てるのにはどういったことが必要かと。例え

ば、土地代、あるいは家賃というものも、ただ単に補助

するということがいいのか、あるいは、高い部分につい

ての改善策を何か講じることがいいのかというようなと

ころも生じてこようかというふうに思います。そういっ

たものも総合的に判断させていただきながら制度として

組立てていきたいと。いま、それの検討に入ったという

ところでございますので、御理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（黒岩岳雄君） 続いて、質問ございますか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、大栗民江君の質問は終

了いたしました。 

――――――――――――――――――――――――― 

        散  会  宣  告         

――――――――――――――――――――――――― 

○議長（黒岩岳雄君） 以上で、本日の日程は終了いた

しました。 

 明９日の議事日程は、御手元に御配付のとおり、松下

寿美枝君、宮田均君の一般質問と予算総括質疑を行いま

す。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

               午後１時27分散会 
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